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I「「を見つめ直そう 

尋齢加盲⑩ 

卿騒ア:4狐町 

．八
月
三
＋
日
、市
内
の
小
学
生
二
十

六
人
が
五
所
川
原
青
年
会
議
所
主
催
の

津
軽
ァ

ー
ト
リ
バ
ー
に
参
加
し
岩
木
川

乾
橋
た
も
と
に
動
物
の
絵
一
一
十枚
を
飾

り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
二
年
前
か
ら
弘
前
、
黒
石

の
青
年
会
議
所
と
合
同
で
取
り
組
ん
で

い
る
親
子
イ
ベ
ン
ト
の
ー
つ
で
今
年
は

津
軽
ァ
ー
ト
リ
パ
ー
と
題
し
、
岩
木
川

周
辺
に
生
息
す
る
動
物
な
ど
の
絵
を
描

く
こ
と
で
川
に
親
し
み
、
そ
こ
に
住
ん

で
る
動
物
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
お
う

と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

児
童
ら
は
ー
メ
ー
ト
ル
四
方
の
パ
ネ

ル
に
二
時
間
ほ
ど
か
け
、
ペ
ン
キ
で
思

い
思
い
に
描
い
て
い
ま
し
た
。
 

出
来
上
が
っ
た
絵
が
彩
ら
れ
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
護
岸
は
色
と
り
ど
り
の
動

物
の
絵
で
埋
ま
り
殺
風
景
な
川
の
た
も

と
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
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質
間
 

．ー
ン

・
 

質
間
 

質
間
 

、
 

、
 

質
間
 

 

知
事
と
の
ふ
れ
あ
い
談
義
 

県
政
に
対
し
て
市
民
の
意
見
要
望
 

 

 

八
月
三
十
」
日
、ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
に
お
いて
「知
事
と
の
ふ
れ
あ
い
談
義
」
が行
わ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
発
表
し
た
方
々
は
、
市
内
の
農
業
、
商
業
関
係
者
や
主
婦
な
ど
の
十
四
人
で
そ
れ
ぞ
れ
産
業
振
興
、
観

光
、
保
健
福
祉
な
ど
県
政
に
対
す
る
意見
や
要
望
を
述
べ
た
の
に
対
し
、
木
村
守
男
知
事
は
一
人
ひ
と
り
に
真

剣
に
答
え
て
い
ま
し
た
。
以
下
、
参
加
者
の
意
見
と
知
事
の
回
答
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。
 

 

米
の
将
来
方
向
に
つ
い
て
 

境
谷
 
博
顕
さ
ん

（
一
野坪
）
 

,
 

質
」
声
 

大
規
模
稲
作
に
将
来
の
夢
を
託
し
、
 

規
模
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
最

近
の
米
政
策
を
み
る
と
毎
日
が
不
安
の

連
続
で
す
。
稲
作
農
業
に
希
望
が
持
て

る
よ
う
な
明
確
な
将
来
方
向
を
示
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
 

回
答
 

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
世
界
的
に
食

糧
不
足
に
な
る
こ
と
を
念
頭
に
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
中
で
県
の
経

済
、
県
民
生
活
を
支
え
る
重
要
な
産
業

と
位
置
づ
け
維
持
発
展
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
将
来
、
東
北
、
北
海
道
は
食
糧

供
給
圏
と
し
て
の
役
割
を
も
つ
時
代
に

な
り
貢
献
す
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い

と
思
う
。
そ
の
た
め
本
県
の
農
業
の
立

地
特
性
に
基
づ
い
た
方
向
性
に
持
っ
て

行
き
、
国
の
政
策
と
県
独
自
の
施
策
を

加
え
な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
。
 
 

農
業
問
題
に
つ
い
て
 

金
谷
 

勝
さ
ん

（
高
 野
）
 

七
和
地
区
は
り
ん
ご
農
家
が
ほ
と
ん

ど
で
す
が
、
り
ん
ご
地
帯
で

一
番
り
ん

ご
園
ま
で
の
農
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
の
で
早
急
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。
 

回
答
 

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
が
な
け
れ

ば
農
道
は
整
備
出
来
ま
せ
ん
の
で
具
体

的
に
は
北
農
村
整
備
事
務
所
で
の
地
元

説
明
会
で
詳
し
く
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。
 

取
得
し
た
農
地
の
償
還
金
対
策
に
つ
い
 

て
 

小
野
 
列
子
さ
ん

（
一
野坪
）
 

質
間
 

我
が
家
で
は
水
稲
が
主
体
で
す
が
規
 

●
 

模
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
農
地
を
買

い
償
還
金
の
返
済
に
追
わ
れ
経
営
状
態

が
思
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
何
か
よ
い

支
援
策
は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
 

回
答
 

経
営
を
圧
迫
さ
れ
返
済
が
ま
ま
な
ら

な
い
場
合
の
緩
和
策
と
し
て
期
限
の
延

長
、
自
作
農
再
現
整
備
資
金
へ
の
借
り

換
え
な
ど
の
対
策
が
あ
る
の
で
関
係
機

関
へ
相
談
し
て
ほ
し
い
。
 

V
~c
ウ
ー
マ
ン
の
活
動
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て
 

斉
藤
 
久
子
さ
ん

（
前
田野
目
）
 

現
在
v
I
c
ウ
ー
マ
ン
の
会
で
は
、
 

自
分
た
ち
の
会
費
で
活
動
し
て
い
ま
す

が
地
域
の
課
題
を
農
村
女
性
み
ん
な
の

も
の
に
し
解
決
に
向
け
て
実
践
活
動
す

る
た
め
に
ぜ
ひ
県
の
支
援
事
業
を
考
え

て
ほ
し
い
。
 

回
答
 

県
は
特
色
あ
る
地
域
農
業
の
推
進
や
 
 

住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
 

優
れ
た
地
域
活
動
の
実
績
を
持
つ
農
村

女
性
リ
ー
ダ
ー
を
V
Ic
ウ
ー
マ
ン
と

し
て
認
定
し
て
い
る
が
、
今
後

V
IC
 

ウ
ー
マ
ン
活
動
に
対
し
て
の
支
援
策
を

協
議
し
た
い
と
思
う
。
 

地
場
産
業
の
育
成
に
つ
い
て
 

平
泉
 
友
弘
さ
ん

（
旭
 
町）
 

既
存
地
場
企
業
の
経
営
力
を
強
化
す

る
た
め
製
品
開
発
、
販
路
開
拓
の
支
援

な
ど
を
行
政
や
関
係
機
関
に
働
き
か
け

て
い
く
と
い
っ
た
相
談
指
導
機
能
を
持

っ
た
組
織
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
 

回
答
 

根
本
的
に
は
商
工
業
が
よ
く
な
ら
な

け
れ
ば
農
業
も
よ
く
な
ら
な
い
。
企
業

自
信
が
自
ら
科
学
す
る
心
を
持
つ
こ
と

が
地
場
産
業
強
化
に
つ
な
が
る
と
思
う
っ

ま
た
、
情
報
化
時
代
に
即
応
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
必
要
と
思
う
。
 
 

五
所
川
原
市
の
ま
つ
り
に
つ
い
て
 

奥
野
 
賢
ニ
さ
ん

（
田
 
町）
 

一
昨
年
に
復
元
し
た
立
侵
武
多
、
今

年
は
市
内
を
連
行
し
全
国
的
な
反
響
を

呼
び
ま
し
た
が
県
か
ら
の
予
算
の
補
助

は
出
来
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

回
答
 

立
侵
武
多
だ
け
で
な
く
伝
統
芸
能
も

含
め
て
文
化
観
光
立
県
推
進
協
議
会
で

協
議
し
実
施
出
来
る
よ
う
に
努
め
る
。
 

青
森
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
 

岩
谷
 
勇
幸
さ
ん

（
弥生
町
）
 

質
間文

化
観
光
立
県
宣
言
を
き
っ
か
け
に

す
ば
ら
し
き
ふ
る
さ
と
青
森
県
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
期
待
し
た
い
。
 



〕
 

へ
、
 

質
間
 

、

、
 

質
間
 

県
の
機
構
改
革
に
よ
り
保
健
所
の
統

廃
合
が
行
わ
れ
、
五
所
川
原
保
健
所
は

合
併
に
な
り
十
四
市
町
村
食
生
活
改
善

推
進
員
が
七
百
人
以
上
の
大
所
帯
に
な
 

質
間
 

質
問
 

回
答
 

青
森
県
は
、
後
進
県
と
呼
ば
れ
て
い

る
が
将
来
は
、
六
十
七
市
町
村
を

一
時

間
、
一
時
間
三
十
分
で
行
き
来
出
来
る

高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
し
た
い
。
 

光
を
観
る
と
書
い
て
観
光
と
呼
ぶ
が

知
的
充
足
の
感
じ
る
観
光
県
に
し
た
い
。
 

ま
た
、
心
暖
か
く
優
し
く
接
す
る
県
民

性
が
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と

思
う
。
 

高
齢
者
の
憩
い
の
場
の
確
保
な
ど
に
つ

い
て
 

葛
西
 
妙
子
さ
ん
（
川
 
山
）
 

市
内
各
地
区
の
老
人
の
憩
い
の
場
、
 

施
設
な
ど
県
の
新
し
い
計
画
を
教
え
て

ほ
し
い
。
 

回
答
 

憩
い
の
場
と
し
て
市
街
地
に
緑
の
空

間
が
あ
れ
ば
望
ま
し
い
が
、
大
き
な
空

間
が
な
け
れ
ば
街
路
樹
な
ど
を
植
え
て

憩
い
の
場
所
を
作
り
そ
れ
が
商
店
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
。
 

ま
た
、
市
内
で
は
現
在
特
別
老
人
ホ
 

ー
ム
ニ
カ
所
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ー
カ

所
あ
る
が
今
年
特
別
老
人
ホ
ー
ム
が
ー
 

カ
所
加
わ
る
。
 

社
会
福
祉
協
議
会
に
対
す
る
今
後
の
要
 

望
に
つ
い
て
 

菊
地
 
洋
仁
さ
ん
（
敷
島
町
）
 

質
間
 

今
後
、
県
行
政
と
市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
e
密
接
な
連
絡
調
整
が
必
要
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
介
護
保
険
の
導
入
に

よ
り
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
企
画
、
実

施
展
開
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
要
望
な
ど

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
 

回
答
 

介
護
医
療
の
体
制
強
化
、
サ
ー
ビ
ス

な
ど
ど
の
よ
う
な
形
態
が
よ
い
の
か
現

在
協
議
中
で
す
。
 

五
所
川
原
保
健
所
の
建
設
に
つ
い
て

三
森
 
敬
子
さ
ん

（川
端
町
）
 
 り

ま
し
た
。
会
議
を
す
る
に
も
場
所
が

な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
一
日
も

早
く
五
所
川
原
市
に
五
所
川
原
保
健
所

を
建
設
し
て
ほ
し
い
。
 

回
答
 

県
全
体
の
組
織
形
態
を
検
討
し
で
き

る
だ
け
早
期
に
建
設
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
た
い
。
 

高
齢
者
の
交
通
安
全
な
ど
に
つ
い
て

村
木
 
れ
い
さ
ん
（
姥
落
）
 

湊
陸
橋
か
ら
姥
落
方
面
の
歩
道
が
狭

く
高
齢
者
に
は
大
変
不
便
で
す
。
も
う

少
し
広
く
じ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。
 

ま
た
、
オ
ル
テ
ン
シ
ア
な
ど
に
バ
ス

も
通
し
て
く
だ
さ
い
。
 

回
答
 

平
成
十
年
度
の
県
管
理
道
路
は
百
一
一
 

・

八
キ
ロ
そ
の
う
ち
歩
道
の
整
備
は
「
1
 

十
七

・
ー
キ
ロ
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
整

備
が
足
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
子
供
や

高
齢
者
に
配
慮
し
た
空
間
を
優
先
的
に

整
備
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

ま
た
、
バ
ス
路
線
に
つ
き
ま
し
て
は

経
営
の
健
全
な
ど
を
鑑
み
運
行
経
路
の

見
直
し
を
含
め
た
主
旨
を
事
業
者
に
伝

え
ま
し
た
。
 

国
際
教
育
に
つ
い
て
 

村
上
 
文
子
さ
ん

（柳
 
町
）
 

質
間
 

津
軽
に
住
む
外
国
人
の
話
に
よ
る
と

必
要
以
上
に
外
人
扱
い
さ
れ
る
の
が
い

や
で
た
ま
ら
な
い
と
意
見
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
際
化
を
掲
げ
て
い
る
青
森

県
は
国
際
教
育
に
も
っ
と
力
を
入
れ
て

ほ
し
い
。
 

回
答
 

国
際
教
育
と
は
、
異
文
化
の
違
い
を

理
解
し
あ
う
心
を
育
む
。
子
供
の
時
代

か
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
の
体
験
を
通

し
教
育
す
る
も
の
だ
と
思
う
。
 

現
在
、
県
内
A
」
T
（外
国
語
指
導

助
手
）
は
七
十
名
で
外
国
語
を
教
え
、
 

そ
の
う
ち
西
北
管
内
で
は
計
十
三
名
い

ま
す
。
 

少
年
犯
罪
の
増
加
に
つ
い
て
 

黒
滝
 
久
志
さ
ん

（
錦
 
町）
 

質
間
 

最
近
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
賑
わ
 
 せ

て
い
る
少
年
犯
罪
の
社
会
現
象
に
つ

い
て
知
事
は
ど
う
い
う
考
え
を
持
っ
て

い
ま
す
か
。
 

回
答
 

子
ど
も
達
に
対
す
る
大
人
社
会
の
対

応
や
環
境
の
向
上
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
学
校
嫌
い
を
無
く
す

環
境
づ
く
り
も
必
要
。
そ
し
て
一
番
大

事
な
こ
と
は
学
校
で
の
い
じ
め
を
許
さ

な
い
こ
と
だ
と
思
う
。
 

堰
の
整
備
に
つ
い
て
 

斎
藤
 
英
明
さ
ん

（
ー
ツ
谷）
 

堰
の
整
備
に
よ
る
環
境
美
化
は
五
所

川
原
市
再
生
の
一
大
要
因
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
今
年
の
夏
ま
つ
り
に
立
侵
武

多
が
加
わ
り
観
光
客
に
堰
の
異
臭
に
よ

る
不
快
感
を
与
え
な
い
よ
う
に
ぜ
ひ
と

も
堰
の
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

回
答
 

地
方
分
権
推
進
委
員
会
で
、
実
際
機

能
し
て
い
る
法
定
外
の
保
有
国
有
財
産

は
市
町
村
に
無
償
譲
渡
さ
れ
る
の
を
受

け
、
市
と
県
が
十
分
連
携
を
取
っ
て
整

備
を
行
い
市
の
考
え
を
尊
重
し
な
が
ら

行
い
た
い
。
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⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
青
森
県
青
年
の
船
の
会
西
北
五
ブ
ロ
ッ
ク
（
安
田
伊
佐
武
会
長
）
廿

四
万
千
 

百
七
十
三
円
。
 

〇
テ
イ
チ
ク
株
式
会
社
（
竹
谷
美
和
子
さ
ん
）
廿
五
万
円
（
竹

谷
美
和
子
オ
ン
 

ろ
プ
ー
ジ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
益
金
）
。
 

〇
五
所
川
原
地
区
更
生
保
護
婦
人
会
（
斉
藤
千
恵
子
会
長
）
廿

五
万
円
。
 

〇
吉
崎
芳
昭
さ
ん

（松
島
町
一
ー
五
六
）
廿
立

侵
武
多
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
五
本
寄
 

贈
（
市
内
各
施
設
に
配
布
）
。
 

⑥
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

〇
五
所
川
原
市
町
内
会
連
合
会
（
成
田
繁
則
会
長
）
甘
一
一
十万
円
。
 

〇
鳥
羽
工
産
株
式
会
社
（
傍
島
茂
夫
代
表
取
締
役
、
岐
阜
県
各
務
原
市
）
廿
十
 

五
万
円
。
 

〇
岡
西
北
労
働
基
準
協
会

（尾
崎
行
雄
会
長
）
 
廿十
万
三
千
八
百
七
十
五
円
。
 

〇
五
所
川
原
歌
の
親
和
会
（
奈
良
一
雄
会
長
）
廿

四
万
七
千
百
六
十
九
円
。
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
又
五
呉
服
店
（
佐
々
木
彦
太
郎
代
表
）
廿
寄

贈
（
タ
オ
ル
百
二
十
本
）
。
 

〇
千
光
電
気
工
事
（
千
田
光
則
代
表
）
廿

寄
贈
（
ス
イ
カ
五
個
）
。
 

〇
株
式
会
社
五
所
川
原
中
央
青
果

（
木
村登
吉
代
表
）
廿
寄

贈
（
ス
イ
カ
二
十
 

八
個
）
。
 

ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
す
 

梅
沢
地
区住
民
協
議
会

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ット
 

八
月
三
十
日
、
梅
沢
地
区
住
民
協
議

会
（
福
井
員

一
会
長
）
主
催
の
フ
リ
ー
 

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
梅
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
大
勢
の
市
民
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
今
回
初
め
て

の
試
み
で
地
l
Rの
ほ
か
三
沢
、
弘
前
か

ら
も
出
店
者
が
集
ま
り
日
用
品
雑
貨
な

ど
が
市
価
よ
り
安
い
値
段
で
販
売
さ
れ

特
に
地
場
野
菜
は
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て

い
ま
し
た
。
 

福
井
会
長
は
今
後
も
こ
の
よ
う
な
運

動
を
続
け
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
行
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

八
月
二
十
日
、
中
央
公
民
館
で
弘
前

大
学
理
工
学
部
の
須
藤
新
一
教
授
と
長

尾
至
孝
助
教
授
を
講
師
に
招
き
、
 「夏

休
み
こ
ど
も
科
学
教
室
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

子
ど
も
達
に
科
学
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
市

内
小
中
学
生
、
父
母
ら
四
十
人
が
参
加

し
、液
晶
を
作
る
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
 

実
験
が
進
む
に
つ
れ
て
溶
液
の
濃
度
の

違
い
で
さ
ま
ざ
ま
な
反
射
光
が
出
は
じ

め
、
中
に
は
き
れ
い
な
玉
虫
色
に
な
っ

た
も
の
も
あ
り
子供
ら
は
化
学
実
験
を
し

夏
休
み
の
思
い出
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。
 

八
月
二
十
六
日
、
市
民
体
育
館
に
お

い
て
第
二
十
四
回
五
所
川
原
市
老
人
ス

ポ
ー
ッ
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
大

会
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
健
康
の
増
進

と
相
互
の
親
睦
を
深
め
よ
う
と
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会

（
原
田
市太
郎
会
長
）
 

が
毎
年
主
催
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

今
年
は
各
町
内
の
四
十
一
老
人
ク
ラ

ブ
、
六
百
六
人
が
参
加
し
、
風
船
割
り

競
争
や
四
十
メ
ー
ト
ル
競
走
な
ど
の
競

技
で
楽
し
み
ま
し
た
。競
技
に
熱
中
し
、
 

こ
ろ
ん
だ
り
す
る
参
加
者
も
い
ま
し
た

が
、
そ
の
真
剣
さ
に
観
客
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
 

住
民
協
議
会
で
は
初
め
て
  

第
一
回
夏
休
み

こ
ど
も
科
学
教
室
開
催
 

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
の
増
進
 

市
老
人

ス
ポ

ー
ツ
大
ム
云
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《紙張り作業〉 
9 月24日（村より 

毎日 9 時～21時 

場所 旧市民文化会館 

（立侵武多製作場所） 

T E L (34) 2 8 2 4 
※駐車場が狭いので、車の方 

はご協力ください。 
※子・どもの参加には、父兄の 

同イ半をお願いします。 
※お間い合わせ 商工観光課 内線 

立侵武多再生のため 

みなさんの協力をお願いします 

東京ドームに向け、立侯武多の補修作業が始まりました。 ねぶ
た紙はぎ、紙張り、見送り絵製作、飾り台製作、書き割り、 ロー 

引き、色付け、台車の飾り台の製作、高欄の角部製作、ねぷた組

み直し、 ドームへ」般出と今後の日程も決まりました。 

当面は紙張り作業が急務ですので、みなさんのご協力をノ 

働
＜
婦
人
の
家
 

生
活
講
座
 

受
講
生
募
集
 

Inf⑥mlati⑥n 

.
 

市
働
く
婦
人
の
家
 

公
 
（
3
5)
8
8
9
8
 

F
A
X
(3
5)
8
9
5
3
 

〈
五
所川
原
市
の
自
然
を
学
ぶ
教
室
〉
 

●

1
0月
9
日
岡
 
焚
珠
山
 

9
時
3
0分

、
1
3時
3
0分
 

◇
講
師
 
木
村
啓
さ
ん
 

◇
受
講
料
・
バ
ス
代
 
無
料
 

※
お
弁
当
の
注
文
を
ま
と
め
ま
す
の
で
 

必
要
な
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

金
額
は
6
0
0
円
程
度
で
す
。
 

〈
講演
会
日
程
変
更
の
お
知
ら
せ
〉
 

9
月
1
6日
予
定
の
講
演
会
「
共
に
支
 
 

え
合
う
や
さ
し
さ
の
あ
る
街
を
」
は
、
 

次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
 

●

1
0月
2
4日
田
 
1
0時
3
0分

、
1
2時

市
働
く
婦
人
の
家
 
3
階
ホ
ー
ル

※
利
用
者
会
発
表
会
開
催
日
 

◇
講
師
 
佐
藤
恵
子
さ
ん
 

市
医
療
職
員
 

採
用
試
験
案
内
 

西
北
中
央
病
院
 
管
理
課
庶
務
係

竺
3
5)
31
1
1
 内
線
2
7
9・2
8
2
 

◇
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
 

薬
剤
師
 
1
名
 

◇
受
験
資
格
 
昭
和
4
4年
4
月
2
日
以
 

降
に
生
ま
れ
、
薬
剤
師
免
許
取
得
者
 

又
は
平
成
1
1年
4
月
末
ま
で
に
薬
剤
 

師
免
許
取
得
見
込
み
の
者
 

◇
試
験
日
程
 

1
0月
7
日
困
 
1
0時
3
0分
 

西
北
中
央
病
院
2
階
 
大
会
議
室
 

◇
試
験
方
法
 

作
文
、
面
接
及
び
書
類
審
査
 

※
受
付
期
間
等
の
詳
し
い
こ
と
は
お
間
 

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
 

養
成
研
修

3
級
課
程
 

、
ソル
バ

ー
人
材
セ
ン

タ
ー
 

公
（3
4)
8
8
4
4
 

●

1
0月
2
日
岡

、
1
0月
1
5日
困
の
う
ち
 

1
0日
間
 

※
実
施
日
程
に
つ
い
て
は
当
セ
ン
タ

ー
 
 

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

◇
募
集
人
員
 
2
0名
 

◇
受
講
資
格
 
全
日
程
を
受
講
で
き
る
 

市
内
在
住
の
方
で
、
6
0歳
前
後
の
方
 

を
優
先
し
ま
す
。
 

◇
経
費
 
無
料
 

◇
申
込
締
切
 
9
月
2
1日
の
 

自
衛
隊
 

大
湊
音
楽
隊
演
奏
会
 

市
民
課
 
内
線

2
0
ー
 

み
な
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
 

●

9
月
3
0日
困
 
1
4時

、
1
5時
3
0分

ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ

ー
・
オ

ル
テ
ン
シ
ア
 
大
ホ
ー
ル
 

◇
入
場
料

・
無
料
 

※
当
日
は
市
役
所
前
お
ま
つ
り
広
場
か

ら
1
2時
よ
り
バ
ス
が
発
着
し
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

五
所
川
原
市
立
 

図
書
館
か
ら
、
あ
れ
こ
れ
 

大
河
小
説
あ
る
い
は
本
の
運
命
 

お
も
し
ろ
い
本
は
、花
が
虫
を
引
き

つ
け
る
よう
に
自
然
と
利
用
者
を
ひ
き

つ
け
る
も
の
です
。
人
気
の
本
は
ぽ
ろ

ぽ
ろ
に
な
っ
て
も
な
お読
み
継
が
れ
て

い
き
ま
す
。
 

反
対
に
ど
う
も
あ
ま
り
、
と
い
う
本

も
中
に
は
あ
る
わ
け
で
す
。
た
と
え
ば
 
 長

編
小
説

「失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
」
 

全
7
巻
な
ど
、
1
巻
は
ま
あ
そ
こ
そ
こ

に
読
ま
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
2
巻
あ

た
り
で
挫
折
す
る
ら
し
く
3
巻
を
借
り

た
人
は
い
ま
せ
ん
。
 

ど
れ
ほ
ど
難
解
な
の
か
私
は
読
ん
だ

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
何
と
も
言
え

ま
せ
ん
が
、今
が
チ
ャ
ン
ス
です
。
 

当
館
で
た
だ
一
人
全
巻
通
読
す
る
の

は
あ
な
た
ノ
 

9月30日困は 

固定資産税 ノへ 
巳と二二二”入 -rt,の 
国民健康保険税ー 

第3期納期限です 

世
界
文
学
史
上
名
作
と
言
わ
れ
て
い
る
 
〉
 

才一v
l『
相
、
む「
ニ、
γ
1
1ニ

・
ご
之
う
一・
一
＼
 五所川原市役所 費35-2i11 5 平成10年 9 月15日 



平
成
1
0年
度
 

排
水
設
備
工
事
責
任
者
 

の
試
験
実
施
案
内
 

下
水
道
課
 内
線
3
1
1
・
3
1
4
 

総務庁統計局 

10月1日は 
住宅・土地統計調査 

来る10月1日に、住宅・土地統計調査が
行われます。これからの街づくりに生
かされる大切な基礎資料となりますの
で、一ぜひご協力ください。調査をお願
いするお宅には、調査員が調査票をお
届けし、後日回収に伺いますので、ご
協力をお願いします。 

日
本
下
水
道
協
会
青
森
県
支
部
主
催
 

の
、
県
下
統
一
試
験
を
行
い
ま
す
。
 

◇
申
込
書
配
布
 
9
月
1
6日
困
、
 

◇
申
込
受
付
 

1
0月
5
日
の
、
9
日
団
 

◇
受
験
料
 
5
、
0
0
0円
 

◇
試
験
日
 
1
1月
1
1日
困
 

1
4時

、
1
5時
3
0分

弘
前
市
農
業
協
同
組
合
本
店
 

勤
労
者
福
祉
施
設
 

利
用
の
ご
案
内
 

サ
ー
ク
ル
活
動
や
グ
ル
ー
プ
、
ま
た
 

は
個
人
で
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い
と
き
は
 

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

回
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
隣
 

◇
内
容
 
陸
上
競
技
場
 

◇
開
館
時
間
 
8
時
3
0分

、
1
7時
 

◇
休
館
日
 

冬
期
間
（
1
2月
1
日

、
3
月
3
1日
）
 

◇
利
用
料
金
 
無
料
 

◇
間
い
合
わ
せ
 

商
工
観
光
課
 
内
線
3
8
9
3
8
1
 

⑥
勤
労
者
野
外
活
動
施
設
 

狼
野
長
根
公
園
内
 

◇
内
容
 

和
室
、
ラ
ウ
ン
ジ
、
人
工
ス
キ
ー
場

◇
開
館
時
間
 
9
時
3
0分

、
1
6時
3
0分

◇
休
館
日
 
月
曜
日
、
年
末
年
始

◇
利
用
料
金
 有
料
（減
免
制
度
あ
り
）
 

◇
問
い
合
わ
せ
 
か
（2
9)
36
3
1
 

移
動
消
費
者
 

生
活
セ
ン
タ
ー
開
催
 

商
工
観
光
課
 
内
線

3
8
1
 

テ
ー
マ
「
糖
度
と
ビタ
I
I
、
ンc
」
 

ジ
ュ
ー
ス
、
清
涼
飲
料
な
ど
に
含
ま

れ
て
い
る
糖
度
と
ビ
タ
ミ
ン
c
を
測
定

し
て
、
1
缶
あ
た
り
の
量
を調
べ
ま
す
。
 

●

1
0月
9
日
岡
 

1
3時
3
0分

、
1
5時
3
0分
 

市
働
く
婦
人
の
家
 
調
理
実
習
室
 

◇
定
員
 
3
0名
 

（定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）
 

ワ
ー
プ
ロ
長
期
 

技
術
講
習
会
 

市
働
く
婦
人
の
家
内
 
青
森
県女
性

就
業
援
助
セ
ンタ
ー
五
所
川
原
相
談
所
 

。
（3
5)
8
8
98
・
青
山相
談
員
 

女
性
の
求
職
者
に
対
し
、
就
業
の
技

術
等
の
講
習
を
実
施
す
る
こと
に
よ
り
、
 

そ
の
就
業
援
助
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
ま
す
。
 

●

1
0月
7
日
困

、
1
1月
2
6日
困
 

9
時
3
0分

、
1
5時
3
0分
 

青
森
職
業
能
力
開
発
大
学
校

※
月
・
水
・
金
の
2
1日
間
で
す
。
 
 

◇
応
募
資
格
 
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
ワ

ー
 

プ
ロ
操
作
法
と
ワー
プ
ロ
検
定
3
級
 

の
取
得
を
目
指
し
、
就
業
を
希
望
す
 

る
4
5歳
ま
で
の
女
性
で
、
全
日
程
を
 

出
席
出
来
る
者
。
 

◇
募
集
人
員
 
2
0名
（
応
募
者
多
数
の
 

場
合
は
9
月
2
9日
に
抽
選
）
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

（
教
材
費3

、
0
0
0
円
）
 

◇
申
込
方
法
 
五
所
川
原
相
談
所
に
直
 

接
来
所
し
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
期
間
 

9
月
2
1日
卿

、
9
月
2
5日
国
 

9
時

、
1
5時
3
0分
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

ノ
ー
ト
、
筆
記
用
具
 

融
資
の
ご
案
内
 

青
森
県
信
用
保
証
協
会
五
所
川
原
支
所
 

合
（
3
5)
4
1
2
ー
 

五
所
川
原
市
で
は
青
森
県
信
用
保
証
 

協
会
と
、
中
小
企
業
者
の
事
業
資
金
に
 

か
か
る
借
入
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
特
 

別
保
証
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

〈
簡易
小
口
資
金
〉
 

◇
保
証
金
額
 
7
5
0
万
円
 

◇
期
間
 
5
年
以
内
 

◇
貸
付
利
率
 
年
率
4
％
以
内
 

◇
保
証
料
 

年
率
0
・8
5
%
(0

・8
0
%
)
 

〈
近代
化
資
金
〉
 

◇
保
証
金
額
 
2
、
0
0
0万
円
 
 

◇
期
間
 
7
年
以
内
 

◇
貸
付
利
率
 
年
率
4
・3
%
 

◇
保
証
料
 

年
率
0
・8
5
%
(0

・8
0
%)
 

(
 ）
は無
担
保
保
証
の
料
率
で
す
。
 

こ
の
ほ
か
無
担
保
・
無
保
証
人
制
度
も
 

扱
っ
て
お
り
、
保
証
料
率
は
0
・
6
8
 

％
と
一
層
引
き
下
げ
し
て
い
ま
す
。
 

全
国
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市

サ
ミ
ツ
ト
開
催
に
つ
い
て
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
 
内
線

2
3
4
 

ー
性
別
を
超
え
・
世
代
を
超
え
 

・

時
代
を
超
え
ー
 

総
理
府
で
は
、
平
成
6
年
度
か
ら
毎

年
「
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
奨
励
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
の
事
業
を

実
施
し
た
自
治
体
の
首
長
が
参
集
し
、
 

男
女
が
共
に
担
い
共
に
築く
男
女
共
同

参
画
社
会
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
課

題
を
共
通
認
識
し
、
取
り
組
み
促
進
を

契
機
す
る
た
め
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

●

1
0月
1
5日
困
 

青
森
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
 

※
当
日
は
市役
所
前
お
ま
つ
り
広
場
よ
 

り
9
時
出
発
の
送
迎
バ
ス
が
で
ま
す
「
 

◇
昼
食
代
 
5
0
0円

（当
日
徴
集
）
 

◇
申
込
締
切
 
9
月
2
8日
の
 

◇
内
容
 

・
全
国
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
サ
ミ
 
 

・

基
調
講
演
 

「
私
の
人生
 
私
が
デ
ザ
イ
ン
」
 

講
師
 
樋
口
恵
子
さ
ん
 

・

サ
ミ
ッ
ト
共
同
宣
言
 

そ
の
他
、
ァ
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
が
催
 

さ
れ
ま
す
。
 

◇
主
催
 
男
女
共
同
参画
推
進
本
部
 

総
理
府
 
青
森
市
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ジ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
現
像
所
、
市

商
工
観
光
課
、
五
所
川
原
商
工
会
館
 

1
階
観
光
案
内
所
、
中
三
デ
パ
ー
ト
 

1
階
案
内
所
 

◇
応
募
上
の
注
意
 

・

額
付
き
で
箱
に
応
募
票
を
付
け
る
 

・

応
募
点
数
に
制
限
な
し
 

・

応
募
者
に
粗
品
を
進
呈
 

・

作
品
は
送
り
先
を
通
じ
て
返
却
 

・

一
昨
年
の
写
真
も
歓
迎
 

〈
立侵
武
多
写
真
展
〉
 

応
募
さ
れ
た
写
真
を
一
堂
に展
示
い
 

た
し
ま
す
。
 

●

9
月
2
4日
困

、
2
9日
因

中
三
デ
パ
ー
ト
5
階
催
事
場
 

料
理
教
室
 

2
O〇
ボ
ル
ト
ク
ラ
プ
 

参
加
者
募
集
 

東
北
電
力
囲
五
所
川
原
営
業
所
 

お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
課

（
 

公
（
3
5)
21
5
1
 内
線

3
3
4
 

立
侵
武
多
の
 

写
真
大
募
集
 

●

1
0月
1
3日
因
・
1
0月
2
1日
困
 

1
0時

、
1
3時
 

東
北
電
力
囲
五
所
川
原
営
業
所
 

2
階
電
化
教
室
 

◇
募
集
人
員
 
各
日
程
と
も
1
5名
 

（定
員
に
な
り
次
第
締
切
）
 

◇
教
材
費
 
5
0
0
円
 

◇
申
込
方
法
 
1
0月
2
日
圏
ま
で
に
、
 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

、
初
必
者
（
1
回
は
出
品
 

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
）
 

大
歓
迎
、
 

◇
テ
ー
マ
 
製
作
か
ら
運
行
ま
で
の
ナ

ィ
ス
シ
ョ
ッ
ト
の
写
真
 

◇
サ
イ
ズ
 
キ
ャ
ビ
ネ
版
（
2
」
）
以

上
、
自
由
の
大
き
さ
で
額
付
 

◇
締
切
 
9
月
2
1日
囲
 

◇
送
り
先
 
同
カ
メ
ラ
の
オ
ー
ム
ラ
、
 

カ
メ
ラ
の
つ
が
る
、
園
く
し
び
き
写

真
店
、
サ
カ
ェ
カ
ラ
ー
現
像
所
、
フ
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みなさんの意見を 
市政に反映させましょう 

月 日 曜日 時 間 対象地域 開 催 場 所 

10 

。

J
 
 

金
  

9:30- 小曲地区 農村婦人の家 

12 月
  

9: 30- 栄地区 
コミュニテイ 

センター栄 

13:30- 湊地区 湊集会所 

13 火
  

9:30- 松島地区 
コミコ一ニテイ 

センター松島 

13:30- 五所川原 
（南） 

富士見 
コミュニテイセンタ― 

19 一
 

 

9: 30-- 中川地区 
コ
 
こ

、
 
ュ
 
一

一
セ

テ、
ノ
 
イ
タ
 

一
 

 中
  

13:30 三好地区 
コミュニテイ 

センター三好 

20 火
  

9:30-- 長橋地区 
コミュニテイ 

センタ一長橋 

13:30- 梅沢地区 
梅沢 
コミュニテイセンター 

21 水
  

9:30- 七和地区 
コミコ，ニテイ 

センター七和 

13: 30- 五所川原 
（北） 

中央 
コミュニテイセンタ一 

22 木
  

9: 30- 飯詰地区 
コミュニ，テイ 

センター飯詰 

13:30- 毘沙門・ 
長富地区 

毘沙門・長富 
コミュニテイセンター 

秋の全国交通安全運動 
9月21日月)-9月3ロ日水 

●運動の重点 

1．高齢者の交通事故防止 

2．シートベルトの着用の徹底 

3．若者の交通マナーの向上 

L 五所川原市交通安全対策協議会
五 所 川 原 警 察 署 

ご
利
用
＜
ださ
い
ノ
 

岳
週
土
曜
日（
午
前中
）
 

市
民
課
の窓
口
業
務
（
一
部
）
 

を
受
付
し
て
い
ま
す
 

市
民
課

内
線

2
0
1
、
2
0
6
 

◇
受
付
時
間
 
9
時

ー
1
2時
 

◇
業
務
内
容
 

①
住
民
票
世
帯
全
員
（
騰
本
）
の
交
付
 

②
住
民
票
世
帯
1
人
（
抄
本
）
の
交
付
 

③
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
 

（
印鑑
登
録
証
の
カ
ー
ド
を
持
参
し
た
 

場
合
の
み
）
 

④
住
民
票
記
載
事
項
証
明
 

（年
金
受
給
者
の
現
況
届
等
）
 

⑤
出
稼
労
働
者
手
帳
の
証
明
 

※
印
鑑
登
録
、
住
民
異
動
及
び
戸
籍
等
 

は
取
り
扱
い
し
ま
せ
ん
の
で
、
平
日
 

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

が
ん
ば
れ
 

「
あ
おも
り
の
商
店
街
」
 

提
言
募
集
 

青
森
県
明
日
の
商
店
街
づ
く
り
 

事
業
実
行
委
員
会
事
務
局
 

公
0
1
7
7
(3
4)9
3
7
4
 

あ
な
た
の
ま
わ
り
の
商
店
街
の
い
い

話
、？」
んな
商
店
街
が
あ
っ
た
ら
い
い
、
 

が
ん
ば
っ
て
い
る
商
店
街
の
応
援
文
等
、
 

青
森
の
商
店
街
づ
く
り
に
向
け
た
前
向

き
な
提
言
、
ァ
イ
デ
ァ
、
意
見
を
自
由

に
書
い
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
応
募
資
格
 
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
。
 

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
 

◇
応
募
様
式
 
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用

紙
で
5
枚
以
内
。
論
文
、
感
想
文
等

形
式
は
自
由
で
す
。
た
だ
し
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。
 

◇
応
募
方
法
 
作
品
に
住
所
、
氏
名
、
 

電
話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
作
品
は
返
還
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た

電
子
メ
ー
ル
でも
受
付
い
た
し
ま
す
。
 

◇
各
賞
 

・

最
優
秀
賞
 
1
作
品
 

副
賞
 
1
0万
円
相
当
の
商
品
券
 

・

優
秀
賞
 
2
作
品
 

副
賞
 
3
万
円
相
当
の
商
品
券
 

・

佳
作
 
3
作
品
 

副
賞
 
5
千
円
相
当
の
商
品
券
 

※
選
考
結
果
は
、
県
の
広
報
紙
等
で
発
 

表
い
た
し
ま
す
。
 



みなさんの町内会に 
保健協力員239名か任命されま （平成10年 9 月I日現在） 

（順不同・敬称略） 

任期平成和年 9月 1日から平成13年 8月31日 

南 小 

田りリ二栄 町 

学 区 東 雲 町 乗田 セ ッ 
漆 

増田 悦子 みどり町1・2丁目 神 	美恵子 

小野登志子 
上 平 井 町 

辻 	美千代 山本 良子 みどり町 2丁目 葛西 明子 

福間 悦子 藤元 チサ 青 葉 町 桜庭 美子 みどり町 3丁目 小田桐良子 

相川 嶺子 

中 平 井 町 

工藤 ノリ子 
尻 	無 

野呂 よ ね みどり町 4丁目 宮本 優子 

川村 良子 黒滝 松子 荒関はっよ みどり町 6丁目 岡本 裕子 

平 和 町 

秋田谷信子 高井 .2キ子 
桃 	崎 

葛西 啓子 みどり町7丁目 加藤 幸子 

坂本 栄子 平 井 町 神 	レイ子 今 	春江 みどり町 8丁目 木村 貞子 

三浦 英子 

下 平 井 町 

磯辺 光子 
十 川 	町 

工藤 礼子 中 ill 
日 の 出 町 横岡 明子 高橋 コ．キ 古川 菊江 田 奈良 ち か 

不 魚 住 小野 は る 服部 秀子 
石 	畑 

小野 敬子 種 	井 高橋 リッコ 

元 	町 

葛西 テ ル 
柏 原 町 

川浪 と し 対馬 ナチエ 中 	1自 外崎 トシエ 

木村 し え 戸田千代子 小野 け魚子 川 	山（下） 葛西 妙子 

木村 	麗 
末 広 町 

田辺以宇子 
野 坪 

福士 ヒ デ 川 	山（中） 館山 ッ エ 

鎌 谷 町 

寺田 フサエ 山 中 み わ 
前落・中村 

山 内 	幸 川 	山（上） 奈良岡栄子 

成田 満子 
錦 	町 

吉川 和子 小野 哲子 
沖 飯 詰 

石谷 テ コ 

白戸 いっ子 白 戸喜美子 馬 	性 伊藤ふさ乗 石谷 トキエ 

田 	園 町 

白戸 	ト ョ 
幾 島 町 

瓜 田 	コ，リ 松 	』 告 	田丁 
桜 	田 

笠井 チ エ 

田 中 フミエ 平 山 宗子 松島町 1丁目 後藤 閣子 笠井のぶ子 

原田璃智子 ニュータウン新宮 野呂 のり子 
松島町2・3丁目 

小山 愛子 梅 沢 

石岡 	京 

烏 	森 

工藤ハル江 

新 	宮 

原 	みきえ 松林 睦子 

梅 	田 米谷美智子 蒔苗 光世 

松島町 5 丁目 

ー一 戸 	二】：．ッ 斎藤カッョ 

斎藤 裕子 原 	まっい 小野 ケイ子 斎藤八千子 

八 重 菊 吉田 梶子 佐藤 京子 工藤 昭子 

七
  

中
 
俵
 
泉
 
元
 

今 	ュキエ 

新 	町 
尾深 イ サ 若 葉 第 一 三上てる子 

松島町 6 丁目 

北川 セ ッ 

谷坂 裕子 

鳴海みゆき 

関 	タ ケ 

禾日 

外崎コ，リ子 

高橋 芳枝 
若 葉 第 二 

長 岡 ハチエ 

第 1 柳 町 間賀田 敏子 中川 幸 子 

第 2 柳 町 村上 文子 若葉県営住宅 小野 っ 桑 
松島町 7 1-目 

森山 久美子 
原 	子 

伊藤富士子 

成 	田 町 百沢 き ぬ 若葉市営住宅 小島 きみえ 岩測 登子 伊藤 良子 

寺町・岩木町 
尾崎 京子 

小 	曲 

一戸 光 f 
松島町 8 F目 

新井 誠子 
羽 野 木 沢 

阿部 貞 子 

斉藤 キ ヌ 小栗山 	哲 寺田 敏子 斉藤 茂子 

岩 木 町 福士マチエ 相馬 良子 ~ ~ 
I 持 	子 	沢 

小笠原花子 

川 端 町 

桜井 照子 
沼 田 町 

中道 悦子 
湊 

- 

葛西せっ子 三 上 優子 

佐々木京子 成田 	泉 平山 良子 

高 	野 

葛西 栄子 

三森 敬子 松 島 湊 団 地 相馬 サト子 福士三千代 

本 	町 
斎藤 君枝 川 	代 	田 工藤美保子 千 鳥 町 椿原 と よ 堀内 ウ メ 

鳴海 ヒ ナ 
野崎・金山 

渋谷 シ ャ 三 岩測 ミッエ 
前 田 野 目 

大坂 文恵 

布 屋 町 
ー戸 きよ乗 村田 み さ 姥 平山 孝子 斉藤 友子 

白 戸 せ い 
悪戸・宮田 

渋谷 トキエ 猫 	測 藤 田 ミ ドリ 飯 
三士 
口口 

鳴海 乗っ子 弥 生 町 藤田 	霞 高橋 サ ッ 

稲 	実 

一戸 	稔 
興隆・朝 日 

東 	町 小 山 キ エ 
水 野 尾 

太田 	圭 加 藤 キ ヒ 小田桐 直子 

1く 

小山 フミエ 小坂 アキエ 山 田 ア ッ 長 	坂 平 山 	リ ッ 

斉藤 良子 
米 	田 

葛西恵美子 稲 実 団 地 松谷 恵子 曙 	町 坂 本 カッエ 

高嶋 光子 工藤チヅ子 米 	崎 毛内 愛子 上町・寺町 飯塚 睦子 

五 小 

旭 	町 

学 区 
唐 笠 柳 

新井ュキ子 柳 遠藤 恵子 大 正 町 竹林 京子 

高橋 英子 太田 ひで子 
広 	田 

成田 	し ん 北 下 派 立 坂 本 玲子 

成田 ッ ャ 吹 	畑 寺田 ヒ サ 成田 幸枝 下 	村 三 戸 春江 

敷 島 町 

伊藤 営子 二 本 柳 猪口 初子 藤 浦 団 地 宮原 一子 五 	本 	松 三 E 洋子 

高橋 	麗 石 	岡 寺田 よし東 南 	広 	田 三和っき子 大 	目 	町 柳原 幸枝 

成 田 房江 

漆
  

太 田 昭子 ひがし光が丘 阿部 悦 子 伝助町・下町 三 浦 れ い 

雛 田 町 荒関 トミエ 大 邑 	ト ミ 虫 	流 白 井富 L子 中 下・南下 浜館 需 子 

さ っ き 町 

松江 レイ子 小林 光子 七 	ッ 	館 葛 西 絹枝 新町・大町 松野 和 子 

伊藤 	栄 白 川 キ エ み 	ど、 C) 	田丁 坂 	ノ 	L 

北新・中町 

三 橋 	き く 

中 谷 まち兼 岡 田 	レ イ 神 	美和 五り‘り田］1'2l羽 伊藤 玲子 

五所川原市役所 公35-2111 
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飯 詰 杉 派 立 土岐和可子 中野・川端 福間 リ ャ 
下 藻 川 

成 田 テ ル 

北新・中 'Iii- 山 中 み よ 神 山 松野 せっ 共 栄 山 口 栄子 前田 きよ栗 

南 新 乳井 み し 福 岡 佐々木哲子 中 長 富 笠井 いく子 福 井 小笠原 ヒ エ 

下 

浅 

岩 

長 

崎 

井 

其田 まさ子 松 野 木 清野 松枝 下 長 富 高橋 フク子 

鶴 ケ 岡 

小野 秀子 

松本千衣子 

橋 
秋田 妙子 

若石
戸
 
田
 
山
坂
沢
 

清野 ム ッ 

斉藤 京子 

斉藤 サ ダ 

L 

L 

長 

藻 

富 

川 

蛸島 キヌョ 

好 
渡辺ャッエ 

沢田 愛子 

長尾 いくよ 

高 瀬 
木村 み き 

豊 成 中川 百子 毘 少 	門 一戸 テイ子 渋谷 友江 

福 山 
今 	和子 旭・新 田 長峰 ムッノ 高橋 ミッエ 

土岐恵理子 毘 沙 門 高谷 リリ子 
下 藻 川 

高橋 佳子 

野 里 八木橋ミサ子 中 崎 成田 啓子 竹谷 	ト キ 

健

康

相
談
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳

（
お持
ち
の
方
）
 

ー
各

地
区
で
の
 

身
も
心
も
さ
っ
ぱ
り
す
る
 

健
康
相
談

ー
 

●

9
月
2
5日
岡
 
1
0時
、
1
1時
3
0分

田
川
集
会
所
 

●

1
0月
1
日
困
 
1
3時

、
1
4時

豊
成
公
民
館
 

●

1
0月
2
日
岡
 
1
0時

、
1
2時

森
の
家
 

●

1
0月
5
日
同
 
1
0時
3
0分

、
1
2時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
飯
詰
 

●

1
0月
7
日
困
 
1
0時

5
1
2時

幾
島
町
集
会
所
 

●

1
0月
8
日
困
 
1
0時
3
0分

、
1
2時

福
祉
会
館
 

す
く
す
く
健
診
 

●

受
付
 
1
2時
3
0分

、
1
2時
4
5分
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
3
歳
児
健
診
の
み
は
1
2時
1
5分

、
1
2
 

時
3
0分
に
受
付
し
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
 

※
お
願
い
 
4
カ
月
健
診
で
は
、
神
経

芽
細
胞
腫
検
査
セ
ッ
ト
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
母

一
 
子
健康
手
帳
を
持
参
の
う
え

、
は
つ

ら
つ
女
性
課
窓
口
ま
で
も
ら
い
に
来

て
く
だ
さ
い
。
 

す
こ
や
か
 

発
達
相
談
 

●

1
0月
7
日
困
・
1
0月
2
1日
困
 

1
0時

、
1
2時
・
1
3時

、
1
5時

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
1
0月
2
1日
の
午
後
は
予
約
が
必
要
。
 

◇
内
容
 

各
月
齢
で
の
成
長
、
発
達
、
育
児
、
 

遊
び
、
栄
養

（
離
乳
食等
）
相
談

※
予
約
相
談
は
随
時
、
電
話
に
て
受
付

し
て
い
ま
す
。
 

体
験
し

て
み

ま
せ
ん
か
 

ウ
ォ

ー
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
 

ー
水
中

運
動
で
 

楽
し

い
健
康
づ

＜
り
ー
 

水
の
中
を
歩
く
、
水
の
中
で
体
を
動

か
す
こ
と
を
主
体
と
し
た
教
室
で
す
。
 

「何
か
運
動
を
し
た
方
が
い
い
か
な
？

・」
 

と
お
考
え
の
あ
な
た
健
康
づ
く
り
の
第
 

1
歩
と
し
て
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
ノ
 

●
1
0月
1
2日
同
 
9
時

、
1
2時
 

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
五
所
川
原
 

◇
対
象
者
 
 

過
去
1
年
以
内
に
健
診
を
受
け
た
方

で
運
動
し
て
み
た
い
方
、
ま
た
水
中

運
動
に
興
味
の
あ
る
方
。
 

◇
内
容
 

・

ウ
ォ
ー
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
体
験
 

・

み
な
さ
ん
と
保
健
婦
で
つ
く
る
グ
ル
 

ー
プ
ワ
ー
ク
 
「自
分
に
あ
っ
た
運
動
 

と
健
康
づ
く
り
」
等
 

◇
定
員
 
3
0名
（
参
加
費
無
料
）
 

◇
申
込
締
切
 
1
0月
6
日
因
 

※
電
話
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

◇
そ
の
他
 

血
圧
等
病
気
療
養
中
の
方
は
、
主
治
 

医
に
確
認
の
上
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

一
保
健
協
力
員
っ

て
 

ー
ど
ん
な
仕
事

を
し

て
い
る
の
？
一
 

保
健
協
力
員
は
、
市
民
と
行
政
の
ー
 

パ
イ
プ
役
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

一
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
積
極
的
に
健

康
づ
く
り
に
努
め
、
地
域
住
民
の
健

康
増
進
の
た
め
様
々
な
活
動
を
推
進

し
ま
す
。
 

そ
の
仕
事
は
、
①
地
域
住
民
の
健

康
観
察
及
び
保
健
婦
へ
の
連
絡
、②

各
種
検
診
の
申
し
込
み
の
取
り
ま
と

め
及
び
業
務
へ
の
協
力
、
健
康
づ
く
 

～
り
の
た
め
の
知
識
の
普
及
等
、
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
も
地
域
の
保
健
協
力
員
に
一

協
力
し
、
ま
た
健
康
面
で
お
気
軽
に

一
 

」
ご相
談
く
だ
さ
い
。
 

対象児 期 	日 

4 ケ月児 

健 	診 

平成10年 

5 月生まれ 
10月 6 日因 

1
6
健
 
ケ
 
月
 
歳
児
診
 

平成 9 年 

4 月生まれ 
10月27日伏） 

3 歳児 

健 	診 

平成 7 年 

6 月生まれ 
10月29日休） 



阿

部
一
房
文

さ
ん

（
市内
原
子
）
 

り
ん
ご

箱
は

お
い
し

さ
の
目
印
 

晒
 
自
家

製
の
真
っ

赤
な
 

材料（4人分） 

さけの水煮缶 1缶 マーガリン 大さじ2 
ブロッコリー 小麦粉 	大さじ4 
（茎も使用） （茎も使用） 1株 B スキムミルク 	409 
にんじん にんじん V2本 水 	 力ップ2 
玉ねぎ 玉ねぎ 1個 こしょう 	少量 

セ口IJ セ口IJ 209 ピザ用チーズ 	409 
マッシュルームマッシュルーム 8個 パン粉 	大さじ2 
マーガリン 大さじ1 

A！轡にんにく’こしやき省, 
一l塩 	小さじ2/5 

房文さん（左）と妻の素子さん（右） 

今回はりんご園と稲作を家族4人で経営し 

~ また静岡にりんごを個人出荷している青年農 

ー 業者、阿部房文さんを紹介します。 

ー個人出荷を始めたのはいつ頃ですか。 

今から30年ほど前、私の祖父の代から静岡

に出荷しています。ふじを主体に作っている

んですが、市場での評判はいいですよ。それ

と市場の人からアドバイスを受けて、自家製

の箱も作りました。とにかく目立たせたかっ

たんで色はりんごの赤です。こちらも評判は

上々で、結構有名なんですよ。 

ーもうすぐりんごも収穫ですね。 

っがるは今月末に出荷、ふじも11月には出

荷できると思います。 米の収穫時期ともぶつ

かりますからこの時期は大変です。 

それと最近は人夫賃も高く、人手も集まら

ないのでコストと能率を考えて昨年家庭用の

一 重量選果機を買いました。 

’ ーこれからのりんご農家はどうでしようか。 

先は見えない、厳しい状況にあると思いま

す。 今はとにかく地道にやっていくしかない。 

転機がくればその時は勝負したいですけど。 

それまでは人とのつながり、今までで得た

信用を大切にしていきたい。 お歳暮用にもり

んごを出荷していますが、粗悪なものを送っ

たらそれっきり。何度も注文してもらうため

には消費者と直接向かい合い、おいしいりん

ごなんだという信頼を得ることが大事だと実

感する毎日です。 

一阿部さんにとつて農業の魅力とは 

作ったものを食べてもらい、喜んでもらえ

ること。 当たり前だけど、そのためにがんば

れるんだと思います。 

このコーナーでは、市内で農業に従事され

ている方々にスポットを当てて、巌しい状況

下にあると言われる今の農業を応援します。 

Iブロツコリーと魚のグラタン】 

ホワイトソースにスキムミルクを使ったグ

ラタンです。さけの水煮缶は、簡単でおいし

いだけでなく、骨まで食べられるのでカルシ

ウムたっぷりのバランスのとれた食事です。 

作り方 
①フロッコリーは小房にして下茄でする。他 
の野菜は適宜切る。 

②フライパンにマーガリンを熱し、①をさっ 
と妙めAで下味を付ける。 

③B でホワイトソースを作る。 
④魚を耐熱皿に並べ、②チーズをのせ、③パ 

ン粉をかけてオーブントースターで焼く。 
	ろ 

救急医療当番医 

彫日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

。
J
 

り
乙
 
0
  

ノ
  

口
］
 
 

江渡内科医院 五所川原市字旭町7 34-3000 

9/23 水
  

三上眼科医院 五所川原市字旭町59 35-2577 

9/27 一
 

 」女
レ
 

斎

T
4
 

ス
 
"
 
ニ
 
ク
 

五所川原市字ーッ谷148 33-1103 

※注 I．対応時間（電話で確認してから）9:OO-17:QO。 

2．その他、消防署（救急病院案内 ，34-4999）で

紹介します。 
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プーマ 

健康に良い 

食生活をするために 

五所川原市食生活改善推進員会  

五所川原市役所 廿35-2111 	平成10年 9 月15日 10 


